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小学校３校、中学校１校、高校 1 校 
○クラス数と児童・生徒数 
小学校 13 クラス 約 400 人 中学５クラス 150 人、高校 7 人 
○学生参加者 
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るなど、細かな努力を怠らない。決勝戦が 3 年 3 人、4 年 3 人になったのも、それゆえだろ
う。 
















続いたのは 2 人と寂しい結果になった。ただ、参加者の 2 年生女子は、「文法力は大学 2 回
生よりも上だと思います」と学生の報告があり、成果はあったと思う。次はこれをどのよ
うに広げていくか、工夫したい。 
 
 
【学生の成長の観点から】
 
現場教員と協力するだけでなく、学生を積極的に授業に出すことで、自分の授業として
しっかり準備するとともに、現職教員との打ち合わせなどを通して教員としてコミュニケ
ーション力を磨く。 
 
上記のねらいを持って、学生昨年同様、「３回生が中心、４回生はバックアップ」の体制
─ 32 ─
でのぞんだ。一人５～６回、小・中・高の違った校種で多数の経験をつむことで、「すっか
り慣れました」という頼もしい声を聞く。教育実習と違い、自分たちが熟知した百人一首
教材で授業をすることで、確かな手ごたえを感じているようだ。 
各校の教員と打ち合わせを行い実施に向けて準備することで、教員としての自覚と責任
の芽が育っていることを感じる。このゼミ生から、今年も和歌山高校国語（院生）、大阪高
校国語（学部生）の現役合格を含め、3 名の中高教員を輩出できた。この学生たちが、教員
となり一緒に共同研究を進めることができるようになるのを願っている。 
 
以上 
 
